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が，そのうち 5 つは parlando，すなわち語り
の性格の強い歌であった。あとの 2 曲について
は tempo guisto の 2 / 4 拍子で採譜されたが，
バルトークはこれにブレスのための休止や付加
的な効果によるものと考えて，フレーズの最後






ストイン（Vasil Stoin）の“Grundriss der 










る短い長さの単位（音価）が 2 つや 3 つなど不
均等な数でグルーピングされて種々の混合拍子
が生じるというもので，ブルガリアの音楽では
8 分音符や16分音符を単位として 5 拍子や 7 拍













































番 》 の 第 3 楽 章 （ ス ケ ル ツ ォ ） に は a l l a 





ディ》の中では途中で頻繁に 3 / 8 拍子や 2 / 8
拍子に変わる箇所が見られるし， 7 / 8 拍子と
いった不規則な拍子も出てくる。1908－09年に
書かれた《子どものために》の26番では 3 / 8






舞曲》にあるような 1 小節の中を 3 つ， 4 つの
拍子のまとまりとして表すために＋記号を使う
「加算的な拍子記号」（8）の表記は，例えば1908－
10年の《 7 つのスケッチ》の 7 番に部分的だが
用いられているし，1915年の《ルーマニアのク
リスマスの歌》（ルーマニアのコリンデ）では



















年）の第 4 楽章─これは 2 / 2 拍子で書かれて
いるが， 5 小節目から 8 分音符単位にして 3：
3：2 の間隔で奏される和音とともに 2＋3＋3 に
分割できる旋律が現れる─（譜例 4 ），《 2 台の
ピアノと打楽器のためのソナタ》（1937年）─
9 / 8 拍子の表示だが292小節から40小節弱にわ
たって 4＋2＋3 に分割できる─（譜例 5 ），そ
して《コントラスツ》（1939年）の第 3 楽章─
2 / 4 拍子が132小節から168小節まで 8 分の 8























るのではなく，それらを 2 つや 3 つ，4 つといっ
たより大きなまとまりとして捉えて，通常の分






















































先に挙げた 2＋3 に分割される 5 拍子の「パイ
ドゥシュコ・ホロ」の他に 7 拍子（ 3＋2＋2 ）
［譜例 6］
─ 25 ─
発 達 教 育 学 部 紀 要
の「チェトヴォルノ・ホロ」（Четворно хоро），
























（ 2＋3 ）を 2 拍子， 7 拍子（ 2＋2＋3 ）を 3
拍子， 9 拍子（ 2＋2＋2＋3 ）を 4 拍子，11

















































































7 拍子， 8 拍子， 9 拍子，11拍子，そしてその
他の複雑な変拍子の曲まで，各ピアノ曲を分類
し，［表 1 ］のような一覧表を作成した。













































発 達 教 育 学 部 紀 要
［表 1 ］現代ブルガリアの作曲家による変拍子の曲一覧
5 拍子系統の曲
作曲者 タイトル 拍子 分割法 テンポ等
ヴラディゲロフ Rhapsodie“Vardar” 516 （ 2＋316 ） Allegro moderato16分音符 =160
〃 Aquarelles op. 37より Danse 58 （ 3＋28 ） Vivace（molto ritmico）1 小節＝48
〃 Novellettes op. 59よりDanse rustique
5
8 （ 3＋28 ） Allegretto risoluto1 小節＝40
〃 Five piano pieces op. 60よりBulgarian dance
5
8 （ 3＋28 ） Allegro molto ritmico♩＝ ca80
ストヤノフ Klavieralbum für Kinder und Jugendliche より Paiduschko
5
8 （ 2＋38 ） Allegro vivace
〃 Sieben Klavierstücke より Tanz
5
8 （ 2＋38 ） Vivo
カザンジェフ Bulgarische Miniaturen よりDie mutwilligen Zicklein
5
8 （ 2＋38 ） Vivo
7 拍子系統の曲
作曲者 タイトル 拍子 分割法 テンポ等
ヴラディゲロフ Chansons et danses bulgares op. 25より Ratchenitza
7
16 （ 2＋2＋316 ） Vivo1 小節＝63
〃 Chansons et danses bulgares op. 25より Grande danse en rond
7
8 （ 2＋2＋38 ） Allegro deciso♩＝108
〃 Choumene miniatures op. 29よりRatchenitza
7
16 （ 2＋2＋316 ） Vivo♪＝192
〃 Episodes op. 36より Ratchenitza
7
16 （ 2＋2＋316 ） Molto vivace1 小節＝58
〃 Aquarelles op. 37より Ratchenitza
7
16 （ 2＋2＋316 ） Molto vivace1 小節＝52
〃 Images –trois pièces op. 46よりDanse balcanique
7
8 （ 2＋2＋38 ） Molto vivace♩＝144
カザンジェフ Bulgarische Miniaturen よりRatschenitza
7
16 （ 2＋2＋316 ） Vivace
ストヤノフ Klavieralbum für kinder und Jugendliche より Ratschenitza
7
8 （ 2＋2＋38 ） Allegro
8 拍子系統の曲
作曲者 タイトル 拍子 分割法 テンポ等
ストヤノフ Sieben Klavierstücke よりKalinkas Traum
8




作曲者 タイトル 拍子 分割法 テンポ等
ヴラディゲロフ Sonatina concertante op. 28より第 3 楽章
9
8 （ 2＋2＋2＋38 ） Animato gicoso♩＝152
〃 Aquarelles op. 37よりMouvement rythmique
9
8 （ 34 ＋ 38 ） Allegretto vigoroso♩＝168
ストヤノフ Drei Klavierstücke より Präludium
9
8 （ 2＋2＋2＋38 ） Sempre moderato
イコノモフ Horo 98 （ 2＋3＋2＋28 ） Allegro moderato
11拍子系統の曲
作曲者 タイトル 拍子 分割法 テンポ等
カザンジェフ Bulgarische Miniaturen よりKleine Etüde
11
16 （ 4＋3＋416 ） Allegro molto
その他の変拍子の曲
作曲者 タイトル 拍子 テンポ等





























〃 Bulgarische Miniaturen より Ernte
14
8 拍子（ 98 ＋ 58 拍子） Lento
ストヤノフ Suite für Klavier より Toccata 58 ＋
9
8 拍子 Allegro rustico
─ 29 ─
発 達 教 育 学 部 紀 要
ム感が要求される曲である。
9 拍子系統の曲は，この表で挙げた 4 曲中 3
曲が 2＋2＋2＋3 の分割法であり（ 4 分の 3 拍





曲の中間部では， 8 分の 5 拍子（ 2＋3 ）と 8














op. 29（1934）からの〈Danse des paysans〉（農
民の踊り）は，16分の 5 拍子＋16分の 5 拍子＋
16分の 9 拍子という混合拍子のまとまりを主な
周期とする曲である（譜例13）。またゴレミノ
フの《Bulgarian Dance》は， 8 分の 9 拍子，


































































は，8 分音符を 1 拍とした 5（ 2＋3 ）拍子，7
（ 2＋2＋3 ）拍子，8（ 3＋2＋3 または 3＋3＋2 ）
拍子， 9 （ 4＋2＋3 または 2＋2＋2＋3 ）拍子
の 4 種類（ 6 パターン）である。山崎は，今日
一般的に「変拍子」または「混合拍子」と呼ば
れるこれらの不均等な拍子を，長短の拍節がさ





























系（ 2：1：1. 5 ），②149番→ 3 拍子系（ 1：1：
1. 5 ），③150番→ 2 拍子系（ 1：1. 5 ），④151
番→ 3 拍子系（ 1. 5：1：1. 5 ），⑤152番→ 4 拍
























・148番（ 8 分の 4＋2＋3 拍子）
まず，冒頭で♪＝350の表記があることに注
















「 4 」のまとまりが現れる。拍を加算すると 9
拍子になるが，決して均等な 3＋3＋3 に分割さ
れる通常の複合拍子としての 3 拍子や，2＋2＋










形として行き着いた付点 4 分音符による dis 音











を，「 4 マイナス 1 」として捉えるのではなく，
「 2 プラス 1 」といった解釈で拍感のエネル
ギーを進めていくことをポイントとして押さえ
ておくべきだろう。































通りの 2＋2＋3 のまとまりではなく，4＋3 の
2 拍子系とも解釈できる連桁で書かれている。
この点に注目すれば，この149番は 1 小節 7 拍







・150番（ 8 分の 5 拍子）
6 曲中， 2 拍と 3 拍の付加的な表記ではない
拍子記号を持つ唯一の曲である。しかし， 1 小
節が 4 分音符（ 2 つの 8 分音符）と付点 4 分音
















え， 4 分音符と付点 4 分音符の組み合わせが 2
＋3 拍子を漠然とさせる点にある。」（20）ことを指












・151番（ 8 分の 3＋2＋3 拍子）
全 6 曲のうち，不均等にグルーピングされる




てしまう不均等に分割される 8 / 8 拍子は，通
常の 4 / 4 拍子を土台としたシンコペーション
のリズムで把握（演奏）しがちであることに難
しさがあると言えよう。
特に，冒頭 4 小節では左手の付点 4 分音符の
和音と 2 つ目の 4 分音符の和音とがタイで結ば
れているため，ますます 3 拍子系で捉えにくい



















・152番（ 8 分の 2＋2＋2＋3 拍子）




特徴的な 4 拍子系リズムを強調している。 8 分















































































・2＋2＋3 の 7 拍子の場合
①「ti-ya  ti-ya  ti-ya-ta」
②「ta-ri  ta-ri  ta-ri-ra」




・3＋2＋3 の 8 拍子の場合
①「ti-ya-ta  ti-ya  ti-ya-ta」
②「ta-ri-ra  ta-ri  ta-ri-ra」

















発 達 教 育 学 部 紀 要
指導者が大きな拍をカウントして（ 1 － 2 － 3 ，































































⑵　Bayley, Amanda., ed.  “The Cambrige 









⑶　Rice, Timothy.  “Béla Bartók and Bulgarian 
Rhythm” Edited by Elliott Antokoletz, 
Victoria Fischer, Benlamin Suchoff, “Bartók 
























巻の「記譜法」の項目（Ian  D .  B en t , 

















「 ク テ フ ， フ リ ッ プ 」 の 項 目 （ L a d a 
Brashovanova；谷本一之訳，p. 494）を参照
⑿　Rice, T. “Music in Bulgaria”（Oxford 
University Press, 2004）p. 48
⒀　『ニューグローヴ世界音楽大事典』第15巻の






















・BARTÓK, String Quartets（PRHYTHM Inc.）
・BARTÓK《弦楽器と打楽器とチェレスタのた
めの音楽》日本楽譜出版社
・Béla Bartók, Sonata for two pianos and 
percussion（Boosey & Hawkes）
・Béla Bartók, Contrasts,（Boosey & Hawkes）
・Kasandjiev, Wassil.  Bulgarische miniaturen 
Heft1・2.（edition peters）
・Stojanov, Weselin.  Klavierwerke（Музика）
・Vladiguerov, Pantcho.  Pieces pour piano I・II.
（Музика）
・Neue Bulgarische Klaviermusik Heft1・2.
（Breitkopf & Härtel）
・Béla Bartók, Mikrokosmos 6
（Boosey & Hawkes）
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・Lampert, Vera, “Folk Music in Bartók,’s 
Compos i t i n s ─ A Source  Ca ta l og ─ ”
（Hungarian Hertage House, 2008）
・Suchoff, Benjamin, “Bartók,’s Mikrokosmos ─
Genesis, Pedagogy, and Style ─ ”
（The Scarecrow Press, Inc, 2002）
・“Articles on Bulgarian Composers, including: 
Emanuil Manolov, Dobri Hristov, Milcho 
Leviev, Pancho Vladigerov, Michail Goleminov, 
Nayden Todorov, Gheorghi Arnaoudov, 
Georgi Tutev, Nelko Kokarov, John Kukuzelis, 
Alexandra Fol, Georgi Atanasov（Composer）, 









・ Б ъ л г а р с к и  н а р од н и  Та н ц и （ П ул с ат о р 
електроникс България ЕАД, 2007）
